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会 場 案 内  

 

プ ロ グ ラ ム  会 場  

開 会 行 事  エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  １ 階   

小 ホ ー ル  

基 調 講 演  エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  １ 階  

小 ホ ー ル  

事 例 発 表  エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  １ 階  

小 ホ ー ル  

分 科 会 １  

I C T 活 用 の 先 に 見

え て く る 新 し い 読

書 と 学 び の カ タ チ  

エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  １ 階  

小 ホ ー ル  

分 科 会 ２  

読 書 バ リ ア フ リ ー

に つ い て 考 え る  

エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  ２ 階  

セ ミ ナ ー ル ー ム

３ Ａ  

分 科 会 ３  

源 氏 物 語 か ら 考 え

る 古 典 の 楽 し み 方  

倉 吉 交 流 プ ラ ザ  

２ 階   

第 １ 研 修 室  

分 科 会 ４  

あ ら た め て 、ま ち の

書 店 を 考 え よ う  

倉 吉 交 流 プ ラ ザ  

２ 階  

視 聴 覚 ホ ー ル  

分 科 会 ５  

図 書 館 応 援 団 大 交

流 会  

エ ー ス パ ッ ク  

未 来 中 心  2 階  

セ ミ ナ ー ル ー ム

７  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エースパック未来中心 

倉吉交流プラザ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エースパック未来中心 

⓲セミナールーム７ ⓮セミナールーム３Ａ 

❷小ホール 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基 調 講 演 ： 「 連 携 の 多 様 性 が 生 み 出 す 図 書 館 の 未 来 」  

講 師 ： 森 い づ み  氏 （ 県 立 長 野 図 書 館  館 長 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

【講師プロフィール】 

1991 年、東京大学附属図書館に入職。三重大学附属図書館、国立情報学研究所、

お茶の水女子大学附属図書館を経て、2017 年から信州大学附属図書館副館長に就

任し、ICT の発展・浸透に伴い「学び」が大きく変わる中、図書館における「情報

リテラシー教育」、新たな学びの空間である「ラーニング・コモンズ」、研究成果の

「オープンアクセス」などに関わってきた。 

 県内文化施設（美術館・歴史館・図書館）と大学との協働による「信州 知の連

携フォーラム」がきっかけで 2020 年から現職。「資料・情報」「空間・場」「人」

の 3 つの観点による図書館改革を引き継ぎ、全ての人に開かれた「共知・共創の広

場」づくりに取り組んでいる。 



事 例 発 表 ： 「 つ な が り の き っ か け を 見 つ け よ う ！  

類 縁 機 関 活 動 紹 介 」  

＜ 発 表 者 ＞  

三 浦 努 氏 （ 鳥 取 県 立 美 術 館  学 芸 担 当 参 事 ）  

北 園 香 織 氏 （ 鳥 取 県 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー  

情 報 ア ド バ イ ザ ー ）  

坂 西 理 之 氏 （ 鳥 取 県 立 船 上 山 少 年 自 然 の 家  

指 導 担 当 係 長 兼 社 会 教 育 主 事 ）  

＜ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ＞  

山 下 孝 治  氏 （ 鳥 取 県 教 育 委 員 会 事 務 局 中 部 教 育 局  

社 会 教 育 担 当 係 長 兼 社 会 教 育 主 事 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分 科 会  

〇 第 １ 分 科 会  

「 I C T 活 用 の 先 に 見 え て く る  

新 し い 読 書 と 学 び の カ タ チ 」  

内 容 ： I C T の 活 用 が 、 社 会 で の 情 報 活 用 や 学 校 で の 学 び 、 読

書 活 動 等 に ど ん な 影 響 を も た ら す の か 。 鳥 取 県 の 現 状

を 踏 ま え つ つ 、そ の 先 の 読 書 や 学 び の 在 り 方 を 考 え る 。 

<登 壇 者 >  

横 山 順 一 氏 （ 鳥 取 県 教 育 セ ン タ ー  所 長 ）  

麻 田 真 氏 （ 鳥 取 県 立 倉 吉 東 高 等 学 校  司 書 主 任 ）  

三 田 祐 子 氏 （ 鳥 取 県 教 育 委 員 会 事 務 局 社 会 教 育 課   

生 涯 学 習 推 進 担 当 係 長 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇 第 ２ 分 科 会  

「 読 書 バ リ ア フ リ ー に つ い て 考 え る  

～ 必 要 と す る 人 に 適 切 な 方 法 で ～ 」  

内 容 ： 図 書 館 における読 書 バリアフリーサービスが 「 読 書 バリアフリー

法 」 の成 立 後 、大 きく前 進 している 。図 書 館 現 場 で何 が必 要 と

されているのか 。利 用 者 、学 校 、公 共 図 書 館 の協 働 で実 現 でき

ることを考 える。  

＜ 登 壇 者 ＞  

谷 口 慎 二 氏 （ 鳥 取 県 見 えにくい人 を考 える会  副 会 長 ）  

古 田 晶 子 氏 （ 鳥 取 県 立 鳥 取 聾 学 校  司 書 ）  

前 田 晶 子 氏 （ 倉 吉 市 立 図 書 館  主 幹 ）  

＜ コーディネーター＞  

藤 井 美 華 子 氏 （ 琴 浦 町 図 書 館  係 長 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇 第 ３ 分 科 会  

「 源 氏 物 語 か ら 考 え る 古 典 の 楽 し み 方 」  

 

内 容：『 源 氏 物 語 を 読 ん で み よ う ～ 紫 式 部 が 伝 え た か っ た「 大

切 な こ と 」 ～ 』 の 著 者 中 永 氏 を 招 き 、 源 氏 物 語 を 題 材

と し て 古 典 の 魅 力 や 楽 し み 方 に つ い て 話 し て い た だ く 。 

 

講 師 ： 中 永 廣 樹 氏 （ 元 鳥 取 県 教 育 委 員 会 教 育 長 ）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師プロフィール】 

慶応義塾大学文学部及び大学院時代に「源氏物語」などの平安朝文学を専攻。  

昭和 50 年から鳥取県立高等学校国語科教員として教鞭を執る。平成５年から鳥取

県教育委員会で教育行政に携わり、平成 17 年から鳥取県教育長を務める。教育長

退任後、国立米子工業高等専門学校非常勤講師、公益財団法人鳥取県文化振興財団

理事長、公益財団法人鳥取県スポーツ協会会長、日本海情報ビジネス専門学校校長

などを歴任。著書として『源氏物語を読んでみよう』（今井出版、2024.2）がある。

趣味は、農作業、読書、音楽鑑賞、水泳、山登り。 



 

〇 第 ４ 分 科 会 （ 主 催 ： 本 の 学 校 文 化 祭 実 行 委 員 会 ）  

「 あ ら た め て 、 ま ち の 書 店 を 考 え よ う 」  

内 容 ： ま ち の 中 か ら 書 店 が 消 え た と い わ れ る 一 方 で 、 新 し い

チ ャ レ ン ジ や 、 図 書 館 と の 協 働 が 注 目 さ れ て い る 。 挑

戦 す る 書 店 の 実 践 か ら 、 ま ち と 本 の 未 来 を 考 え る 。  

＜ 登 壇 者 ＞  

佐 藤 友 則 氏 （ (株 )総 商 さ と う  代 表 取 締 役 ）  

柴 野 京 子 氏 （ 上 智 大 学  教 授 ）  

梶 原 治 樹 氏 （ 扶 桑 社 販 売 局  局 長 ）  

※レジュメ資 料 はありません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○ 第 ５ 分 科 会 （ 主 催 ： 交 流 会 実 行 委 員 会 ）  

「 図 書 館 応 援 団 大 交 流 会 」  

内 容 ： 図 書 館 活 用 や 読 書 振 興 の た め に 活 動 す る 団 体 の 情 報 交

換 会 を 開 催 す る 。 応 援 団 に で き る こ と や 、 住 民 参 加 型

の 図 書 館 運 営 に つ い て 考 え る 。  

 

＜ 活 動 紹 介 を 予 定 し て い る 応 援 団 ＞  

・ 図 書 館 フ レ ン ズ け た か  

・ さ か い み な と 図 書 館 応 援 団  

・ ち え の 森 応 援 隊  

・ 日 野 町 図 書 館 友 の 会  

・ 江 府 図 書 館 友 の 会  

※レジュメ資 料 はありません  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２９回鳥取県図書館大会への  

ご参加ありがとうございました。  

来年度は、県西部での開催を予定しています。 

 

ア ン ケ ー ト へ の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

 

 

 

鳥 取 県 図 書 館 協 会 へ の 新 規 加 入 ・ 会 員 継 続 の ご 案 内  

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 

電話：0857-26-8155 FAX：0857-22-2996 

電子メール：kyokai@library.pref.tottori.jp 
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